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はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　内野　善生1）2）
　東京医科大学・東京薬科大学共同研究推進機構の世
話人と医科学フォーラムの事務局長を私が兼務して
いる関係で、両機構が共同で、最近とかく耳にするこ
とが多い「トランスレーションリサーチ（TR）」の現状
と問題点を探り、東京医科大学・東京薬科大学の研究
の活性化役立てようとした。このシンポジウムには伊
東・大澤両学長、伊藤・宮崎両理事長始め小崎常務理
事、臼井病院長が参加され、約100人の聴衆が集まり
3月19日本学で開催された。開会の挨拶は伊東洋学長
が、閉会の挨拶を東京薬科大学教授工藤佳久教授が行
い、講演要旨を後述するが、五号による内容の濃い話
は聴衆を魅了した。このシンポジウムをオーガナイズ
した芝崎太氏と私のTRに対する印象はまったく同
様であった。第一はTRのような共同作業の場合、
個々の臨床家・研究者が超一流か一流であることが一
番大事で、それが魅力あるTRの遂行に欠かせない。
第二は立ち上げにあたっては外部委員を入れた戦略
会議を組織し、迅速で充分な準備をしなければならな
いということである。結論めいたことをはじめに記述
してしまったが、五氏から寄せていただいた講演要旨
をそのまま掲載する。
臨床プロテオミックスの戦略
　　　　　　　　（臨床プロテオーム研究寄附講座）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村俊秀
　約30，㎜ヒト遺伝子から発現される蛋白質の種類
は500，㎜以上ともいわれている。蛋白質の種類と発
現量はヒトの状態により大きく変化する。当然、病気
か健康かにより異なる。蛋白質は細胞内分子機械の主
要な部品として、複合体を形成したり、他の複合体ヘ
メッセージを送ったり、細胞分裂を制御したり、組織
の成長をコントロールしたり、酸素の運搬や感染を防
御したりして、体の主な機能を担っている。
　ゲノム解読プロジェクトは、予想外にも一応の早期
終結をみたが、ポストゲノムの中心となる蛋白質とそ
の機能の解明はもっと困難なテーマである。ごく最近
までは、ある時点で発現している蛋白質全体のスナッ
プショットをとることは不可能と考えていた。このス
ナップショットは、“Proteins　expressed　in　compliment
of　genome”という意味の造語としてPROTEOME
（1）
